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腎盂癌後腹膜リンパ節転移症例の化学療法効果判定に FDG-PET�CTが有効であった 1例
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FDG-PETはグルコースのアナログである 18F-FDG
（fluorodeoxyglucose）の組織内集積を観察する画像診断
であり，様々な領域のがんの画像評価として幅広く用いら
れている 1．今回腎盂がん後腹膜リンパ節転移症例の化学
療法効果判定にFDG-PET�CTが有効であった一例を経験
したので供覧する．
症例は 78 歳男性，腹部CTで腎盂腫瘤を指摘され当科
受診．精査後右腎盂腫瘍後腹膜リンパ節転移と診断．右腎
門部リンパ節は最大 20.2 mmに腫大していた．ゲムシタ
ビン，カルボプラチンによる化学療法 2コース施行後の腹
部CTで右腎門部リンパ節は 8 mmに縮小，FDG-PET�CT
でも集積を認めなかった．傍大動脈リンパ節は初診時より
明らかに有意な腫脹とは言い難いものの化学療法施行後の
FDG-PET�CTでは SUVmax6.1 と高集積であり，活動性
病変の存在が疑われた．この結果を踏まえ開腹右腎尿管全
摘膀胱部分切除術，後腹膜リンパ節郭清術を施行．病理所

見では papillary urothelial cancer G3 pT3 の右腎盂癌，右
腎門部リンパ節には癌細胞を認めないものの傍大動脈リン
パ節にはほぼ全体に癌細胞を認め，化学療法の治療効果を
認めないとの診断であった．
尿路上皮癌において尿路に接した病変の評価は，尿中に
排泄される 18FDG-PETの影響を受けるために困難とされ
ているが，リンパ節転移や遠隔転移の評価においてはその
有用性を見いだせるのではないかという報告もある．
Gianna-tempo らは化学療法終了後に SUV maxが 20％以
上低下した症例はそれ以外の症例と比較し，無増悪生存期
間が有意に長かったと報告しているが 2，化学療法効果判
定におけるFDG-PET�CTの有用性について検討している
報告は少ない．今回の症例では，FDG-PETの所見に一致
して化学療法抵抗性の癌細胞が認められており，化学療法
の効果判定に対するFDG-PET�CTの有用性が示唆され
た．
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Fig. 1 A 化学療法施行前，B 化学療法施行後の腹部
単純CT C 化学療法施行後のFDG-PET�CT 右腎門
部リンパ節腫大は化学療法後著明に縮小し，FDG-PET�CT
で集積を認めなかった．
Fig. 2 A 化学療法施行前，B 化学療法施行後の腹部

単純CT C 化学療法施行後のFDG-PET�CT 傍大動
脈リンパ節は初診時より明らかに有意な腫脹とは言い難い
ものの化学療法施行後のFDG-PET�CTでは SUVmax6.1
と高集積であり，活動性病変が示唆された．
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